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指揮の基礎技法研究　
―ブルクミュラー『25のやさしい練習曲』による実習の展開―
山　　野　　誠　　之
はじめに
　本論は，これから指揮の基礎技法を学ぼうとする者に，実習の具体的内容とプロセスを
実例によって示そうとするものである。実習の教材として，ブルクミュラーr25のやさし
い練習曲』を選んだ理由は，1曲1曲がきわめて個性的であり，全体として，音楽表現の
小さな体系をなしているからである。この曲射は，本来ピアノのために書かれたものであ
るが，指揮者でもあったブルクミュラーは，作曲に当たって，かなりの程度　オーケスト
レーションを想定している。このことは，指揮空間におけるアイソザッツの方位性を実習
する上で大きな利点を持っている。読者は，市販の楽譜を手元に置いて，本論を読んでい
ただきたい。実習者は，練習ピアニストの協力を得て実習を進められるよう希望する。
　基本形（図）などを含む，概論的な事柄については，適当な文献を参照していただきた
い。次に，本論の中に用いられている用語と記号について述べておきたい。
　「左手」　「右手」は練習ピアニストの手ではなく，指揮法実習者の手を意味する。
　「放物運動」などの「…運動」は，物理学的に厳密な用法ではない。
　「直接予動」……拍数指示動作と同じ，瞬間的な運動による単動。r間接予動」……は
ね上がり・放物運動による扇動。
　「回内位」「回外位」「基本肢位」は，解剖学における用法と同じである。
　「左方近位」　「右方遠位」は，必ずしも一般的な用語とは言えないが，筆者が述べよう
とする内容は容易に理解されるであろう。
　「アウフタクト」／……上砂。「アイソザッツ」……入り。「ツェズール」……小さな間
（休止）。
　T……小節。T1は第1小節を，　Toは弱起における，冒頭の不完全小節を表す。
　○→　曲頭におけるアウフタクトの起点と予動を示す。
　口→　打点からの点後運動を表す。例えば回→では，筆者は図の打点に立ち，そこから
国の打点をどのような性格として予示すべきか考えているのである。
　→□　打点へ至る点前運動を表す。例えば→固では，筆者の意識は打点圖における予示
の意識を離れて，進行する運動の流れの中にあり，そこから打点をとらえようとしてい
る。圖→と→圖は，運動の線としては同一の部分を示しているのであるから，アスペクト
の相違にすぎないとも考えられる。
　分数は拍子や拍打を表しているのではなく，説明しようとする小節における細分された
位置を示すためのものである。ある小節全体の音価を分母の数で等分し，この音符によっ
て細かく刻まれる小さな打点を表す。例えば，3／4拍子の中で5／6とあれぽ，8分音符の刻
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みで5つ目，すなわち3拍目前半の特価の起点を表す。
1．：La　candeur…………素直な心
　実習の開始に当たって，まず4豆打の基本形を前もって実習しておきたい。ηoηθ3一
ρ鰯s勿。のゆるやかなテンポで曲線的に行う。各拍ヘアトランダムにアクセントを予示す
る練習も，あらかじめ試みておく必要がある。
　〔T1〕④→やや大き目のアウフタクトとする。
　〔T3～T5〕　アコードの動きがなく，旋律の動きが単純になるのでテンポが速くならな
いように注意する。
　〔T5～T8〕心の中で低音を歌いながら，図形を次第に大きくしてcrθ∫c．を示す。
♂伽fη．は図形を次第に小さくする。
　〔T8〕囚→ガへのアウフタクトを明確に示す。
　〔Tg～T22〕　曲の後半とコーダでは，　Pとかと∫に見合った図形の大きさの中で，本
来の強拍である国と團のアクセントを予示する練習を十分に行う。
　　　　　　　　　　2．Arabesque・・………・アラベスク
　ここでは，2拍打の基本形を前もって実習しておきたい。この2拍打は，拍の細分（2
分割）の意識を前提としたものである・国と囮ヘアトランダムにアクセントを予示する練
習，および国立を均等な強さで示す練習も試みておく必要がある。
　〔T1～T2〕木管楽器のスタカートを想定して，中央遠位に向かって行う。左手の基本肢
位でにぎりこぶしを作り，コツコツとたたく動作を行えば，幾分固い和弦の予示ができる
であろうQ
　〔T8，　Tlo〕　いずれも国→は，アクセントのある囮への予動を明確に行う。
　〔T11～T16〕上声に現れない囮の打点を，右手の指揮によって明示しなければならな
い。
　〔T31〕　打点後のはね上がりを最小限に抑制し，減速を見せないでただちに止める。　こ
の停止点を身体に近づけて4伽勿．を示す◎響きが∫より強くならないように注意して，ノ
の予動をもって両手で外側へ取る。
3．Pastorale・…・……・牧歌
　ここでは，拍の3分割を前提とした2虚血の基本形，および6心打の基本形を前もって
実習しておきたい。
　〔T・～Tlo〕　フルートを主旋律とした木管合奏を想定し，中央遠位へ向かって振ること
ができる。
　〔Tg～Tlo〕D－durのカデンツであることを意識して，心の中で低音を補う。
　〔T11～T18〕　オーケストラのトゥッティを想定し，広い音響空間を意識する。内声（ピ’
オラ）のリズム型を示すために，図形はやや直線的となる。このリズム型にひきずられて
遅くならぬよう（音を待たないよう）注意すべきである。
　〔T14〕回→運動を大きくして，上声（第1バイオリン）のアクセントを明確に予示す
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る（左方近位）。
　〔T15〕回→打点後を鋭角的に，すばやくはね上がり，渓声（第2・ミイオリン）の「食
い付き」を明確にする。
　〔T16〕国→同上の動作が上声（第1バイオリン）に対して行われるのである。
　〔T17〕〈　〉を示そうとするあまり，テンポが遅くならないように注意すべき
である。
　〔T19～T26〕T3～Tloの再現である。ただし，後半は主調のカデンツを形成するので，
低音の進行に注意して振る。
　〔T28〕ρooo　rαZZ．は6博打の意識をもって，わずかなγαZ1．を示す。
　〔T2g〕国→3／8　6拍打の意識を一層明確にして取る。
4．Petite　r6union……子どもたちのつどい
　この曲では，4予予の基本形を，レガートに対応する曲線的な形と，スタカートに対応
する直線的（鋭角的）な形に振り分けることを主な課題とする。
　〔T1〕④→すばやく，かつやわらかにアウフタクトを起こす。　打点四までを，速いテ
ンポを保ってやわらかい曲線で振る。固→直線的（鋭角的）にはね上がり，スタカートを
予示する。
　〔T2〕打点四までを直線的（鋭角的）に振る。　囚→曲線的なはね上がりに変化させ
て，レガートの予示を行う。
　〔T3〕　〈　〉を示すために，本甲運動の伸縮が行われる。これに伴って，打点の
位置（国を除く）も基本形における本来の位置から，適当な位置へ移動する。
　〔T5〕国→テンポを示すために，点後運動を大切にする。囮→∫の鋭いスタカートを
予示するために，肘の運動も加えた素速いはね上がりを用いる。團→∫スタカートの音を
止める（短く切る）ためには，打点後のはね上がりを最小限に抑制して，減速を見せない
ようにする必要がある。囚→は囮→と同様であるQ
　〔T6〕→国打点を示す必要はなく，團の停止点が国→すなわちアウフタクトの起点と
一致する。従って国のフェルマータは，事実上1詩華に移動させられることとなる。国→
のアウフタクトを碧き目に起こす。
　〔T7〕国→ただちに図形を小さくし，手前に引いて，急速な漉〃珈．を示す。
　〔Tg〕国→直線的な，小さなはね上がりでスタカートを示す。
　〔Tlo〕打点後の鋭角的なはね上がり運動を次第に大きくして，スタカートのcrε∫o．を
示す。図形が大ぎくなるに従って運動の速度を増し，テンポが一定になるよう十分に訓練
を積まなけれぽならない。
　〔T13～T14〕∫は右腕全体のしなやかな運動によって示す。　T14［コ→点後まで∫を持続
する。囮→團→はfの中の4伽勿．とする。囚→ビオラ，チェロを想定して，右方近位に
向かってアイソザッツを示す。
　〔T16〕→團低音の音を左手で取る練習をしなければならない。この場合には，右手基
本形の打点の方向性とのかねあいから，外側へ取る動作を行う方がよい。すなわち，円を
描きながら，回外位から回内位へと手を回転させるのである。
　〔T17〕→團同様に高声の音を左手で取る練習を行う。今度は，右手の基本形が右方に
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あるので，左手は内側へ取る動作を行うことができる。すなわち，円を描きながら，回内
位から回外位へと手を回転させるのである。
　〔Tlg～T20〕　ここでは，團と国に連続的にアクセントを与える動作を，プとPの図形
で練習する。圃→と團→を連続的に大きく振ればよい。
　〔T23～T30〕T7～T14の再現である。
5．Innocence・・……・……無邪気
　ここでは，3拍打の基本形と，拍打の2分割を前もって実習しておく。3拍打では，曲
線の運動が左右に分散するため，姿勢が安定しにくく，指揮棒の先は壁面から大きく離れ
がちである。ここでは，一旦テンポをはずして，ガラスなどの滑らかな壁面に，3拍打の
基本形を描く練習を十分積んでおきたい。
　〔T1〕③→はっきりした，やわらかいブレスと共にアウフタクトを起こす。→囹→
6プθ36．を伴わないアクセントの予示を行う。
　〔T3〕→團→cプθ3c．を伴うアクセントの予示を行う。
　〔T5～T6〕低音の音の動きに，8分音符のリズムの意識を補いながらcγθ5c．を振れば，
次の小節のリズムを円滑に導くことができる。
　〔T6〕團→，　T7国→，圖→と連続して，棒の先を機敏にはね上げる。　cプθ5c．を伴ってい
ることに注意する。
　〔T8〕4伽伽．が早すぎないように，図形の縮小の仕方を工夫する。
　〔Tg～T12〕下墨の表情を常に意識しておく。囚→はテヌートの表情をもって振る。
　〔T1婆〕高声だけが残るので，♂伽勿．の幅を狭く考える方がよい。すなわち，あまり弱
くしすぎないように注意する。
　〔T16〕圃→ティンパニーを含む重いスタカートと考えれば，必ずしも音を取る必要は
ないであろう。この場合には，圖→はね上がりの後は自由落下運動となる。
6．Progr色s………・・…・前進
　この曲は，音の動きの点で，拍打の2分割の実習に都合よく作られているので，4拍打
の2分割を前もって実習しておく。
　〔T4〕国→鋭くはね上った勢いで，　T5［コへ深く切り込まないように注意すべきである
（∫π厩oP）。
　〔T8〕団→囚点を明確に示しつつ音を取る。
　〔Tg～T15〕国→，圃→，團→，鋭くはね上がる。囚→ややレガートの表情をもって全
音符を示す。
　〔T16〕！’〉は，図形を早目に縮小するとαc6♂．の印象を与えてしまうので，初め
はやや大きさを保ちつつ，終わりの方で図形を縮小する方がよい。
7．Courant　limpide……きれいな流れ
　指定されたテンポ（」＝176）は，4強打にとっては最高限度に近いものである。従っ
て，まず曲のアウトラインをつかむために，指定通りのテンポでピアノを弾き，指揮法の
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実習においては」＝120前後にテンポを落として行う。
　〔T1～T8〕基本形の曲線的な性格をやや少くした単純な形を棒の先で振る。左手は使
用せず，c螂。．漉〃珈．は図形の伸縮によって示すべきであろう。主旋律は内声の4分音
符である。したがってT8の高声はオブリガートであるから，　cプθ∫c．はひかえ目でありた
い。練：習ピアニストはソフト・ペダルを踏むべきであろう。
　〔Tg〕低声がチェロまたはビオラであることを想定して，右方近位に向かってアイソ
ザッツを示す。しかし，主旋律はむしろ上声（フルート）のオブリガートの中にかくされ
ているので，中央遠位に向かって，目でθ功rθ∬勿。の合図を送る必要があろう。
　〔T12〕下声の旋律にふくらみを与えるために，国→を表情ある曲線で振る。四→6レ
痂η．を十分に示すと共に，他の楽器の参加を想定して，ブレスを行う。
8．正agracieuse………優美
　この曲では，「分割」と「先入」の区別に焦点をあてる。
　〔T1～T8〕棒の運動はからだに近い所で行う。→回の方向性を明確にすること。圖→
2つの8分音符をやわらかい手首で分割し，リズムを明示する。」＝100よりも遅いテン
ポでていねいに練習する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おもて
　〔T4〕〈　〉をθ功プθ∫蜘。で振る（表の表現）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うら
　〔T5〕小さなアクセントだけを示し，旋律は振らない（裏の表現）。
　〔T6〕4吻勿．（T8）に備えてT7への予備を大き目に行う。そのためには，固→6／6→
は「先入」によるのではなく，「分割」によって示さなければならない。
　〔T7〕休符を正確に示すためには，打点で停止し，次の拍へのはね上がりで　を示す
方法がある（分割の簡略化）。
　〔T8〕　ピッコロの4加勿．を想定し，勿診θ吻。を守る。反復したのち，後半へ進む場
合には，やはり圖→を分割し，国6／6→アウフタクトを魏プですばやく起こさねばならな
い。
　〔Tg〕ガでは，棒の運動をからだの前方で行う。
　〔T11〕cプθ5c．に入る時は，一旦音量を押さえて開始する。
　〔T12〕匿i6／6「先入」を用いる。
　〔T16〕国→2／6この場合のシンコペーションは，明確な「先入」を用いて示される。囮
→4／64伽加．を伴う「先入」を用いる。しかし，團→6／6は「分割」で示し，D．　C．へ
のアウフタクトを行う。
9．正achasse……………狩
ここでは，2藁打の基本形を，直線的な形で振る。
〔T1〕　3本のホルンを想定し，右方遠位に向かってアイソザッツを示す。
〔T2〕　crθ∫c．左手を参加させ，図形を次第に大きくする。
〔T3〕圖→6／6ここで和音がドミナントに変わるので「先入」を用いる。
〔T4〕音を取った後のはね上がりが，そのままT5へのアウフタクトとなる。
〔T5〕　2本のホルンにトランペットが加わることを想定し，中央遠位に向かって振る。
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　〔T7〕圖→右外側へ大きく起こして，アクセントを予示する。
　〔T8〕囮→左手制止の態勢をとる。
　〔T！2〕音の取り方はこのテンポでは厳密に行うことができない。6／6左手をからだにお
さめてしまう。
　〔T13～T20〕　木管楽器の組合わせを想定することができる。金管合奏との対比を感じて
振る。T14＞，T16〈〉，crθ∫c．　T18＞に注意する。
　〔T29～T36〕　オーボエを想定し，旋律の表情を指揮によって引き出す練習を行うことが
できる。和音が変化するT30→国，　T32→［コと旋律の頂点であるT33→回に抑揚をつける
ことが，この部分のポイントとなる。棒の動きは横の運動，すなわち，左右への「振り子
運動」を主体とするのがよいであろう。　T35では，カデンツとなるので，縦の運動に戻
して，表情を押さえる。
　〔T44〕圖をすばやく取って，→6／6棒の先で先入を行う。（T12参照）
　〔T47〕回→はT7圖→と同じ動作を行う。同時に，左手でトランペットの入りを示す。
　〔T52～T55〕∫，ガ，　P，　PIP　4段階のディナーミクを，指揮棒の描く図形の大きさと位
置，および左手の位置によって的確に示す訓練を行う。
　〔T54〕囮5／6はブα11．をわずかに意識すべきであろう。
　〔T56〕　フェルマータで一旦止めた手を，ゆるやかな等速運動によって静かにおろし，
最後に完全な脱力状態とする。
10．Tendre　fleur………やさしい花
　この曲では，細やかなアーティキュレーショソに対応して，棒の先を機敏に用いる技巧
を練習する。また，アクセントを予示する点前運動の性格によって規定される「打点の空
間配置」を研究する。
　〔T1〕④→棒の先は機敏にはね上がる。
　〔T2〕上声のアクセント圖a”は，譜面上は高い位置にあるが，音の空間としては下方
にあると考えられる。理由①第1バイオリンの空間配置として。理由②直前のa’から，
レガートで8度上行する旋律運動を示すため。理由③レガートのアクセントを示すために
は，放物運動によらなければならないが，放物運動→圖を上方に設定すると，4勿伽．を
引き起こすため。従って，打点團は指揮：空間の低い位置に置かれる。圖→圖大きな加速を
行う必要がある。さもなければテンポを著しく落とすことになる。
　〔T5〕　アイソザッツの1手前の打点と同時に，そのパート名を口頭で唱える。たとえ
ぽ，　「プルートー」　「オーボエ！」，　「ソプラノ！」　「アルト！」
　〔T7〕團→ρoco　7漉π．となっているが十分に7舵η．する練習を行えば効果的である。
演奏者は先へ進もうとするので音にひつばられないようにする。8分音符1つ1つを意識
して，放物運動のスピードを落とす。
　〔Tg〕→回をおろそかにしない。国→肘の屈伸を利用してのびやかに07ε50．する。
　〔T13〕圖，囚複前打音の動き自体にアクセントを感じて振る。技法としては→国前腕
をゆるめた状態（基本肢位）とし，→圖瞬間的な回内運動を行う。→国もこれと同様であ
るo
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11．正abergeronette……せきれい
　この曲では，楽想の展開に従って，2拍打の基本形を様々な形に変形する練習を行う。
　〔T1～T2〕高さの等しい上下運動を反復する。打点回が上に来るとリズムに乱れを生
じるので注意を要する。
　〔T3～T4〕　点後運動を少しずつ大きくして6rθ∫c．を示す。
　〔T5～T6〕　2つの和弦へのアウフタクトを明確に示す。　4分休符の打点囮を示す必要
はなく，和弦国→の中で運動をおさめてしまう。
　〔T7～T8〕伴奏部の和音は，弦楽器のピチカートを想定し，左手でアインザッツを送
る。国→指先ではじくような動作を行えば，ピチカートのニュアンスを与えることができ
る。
　〔Tg〕心後運動を少しずつ小さくして〉を示す。
　〔Tlo，　T12〕国→左手の指をそろえ，手の甲で空気を外側へ押すようにして，主和音
のテヌートを示す。
　〔T14〕国→上声についても同様である。下声のスタカートは左手で示す。
　〔T15～T18〕上声の新しい旋律と四声の主動機が競う。基本形を斜めに倒し，肘の運
動を利用して，エネルギッシュに振る。
　〔Tlg〕再び主動機だけとなるので，図形を上下運動に戻す。　orθ50．に対しては，左手
を参加させる。
　〔T21〕囮→「「第1バイオリンを想定し，左方近位へのアイソザッツを行う。
　〔T22〕1万一コーダは，わずかにテンポを速めてもよいであろう。圖→ビオラを想定
し，右方近位へのアイソザッツを行う。
　〔T26～T28〕最後の主動機にピッコロを加えて，勢いをつけるのも面白い。アインザ
ッツは，中央遠位に向って，左手2指により行う。
　〔T28～T29〕最後の2つの和弦を，弦楽器のボウイソグ「1「1と同じしぐさを用いて指
揮することができる。
12．Adieu・・……・……・…・………・さようなら
　この曲では，きわめて速い4拍打によって，各拍に様々なニュアンスのアクセントを付
ける訓練を行う。学習者は，あらかじめゆるやかなテンポで，国と團のアクセント予示，
および画と四のアクセント予示を別々に練習し，上達した後に，これらを交互に振る練習
を行っておかねばならない。
　〔To～T4〕導入部として，　自由なテンポで実習してもよいであろう。　」＝92前後のテ
ンポで行えば，弦楽器の弓のスピードの変化を予示することも可能となる。国→第一バイ
オリンを想定し，左方近位に向ってアウフタクトを起こす。
　〔To〕囚8／8→時間的にわずかの線のふくらみを見せることによって，　T1回→弓の運
動のすべり出しを予示することができる。
　〔T1〕　伴奏部　（第2バイオリン，ビオラ）へのアイソザッツを行う。圖ツの部分で回
内位をゆるめておき（基本肢位），→国放物運動と共に，再び回内位に戻せば，前打音の
持つ微妙なニュアンスを示すことができよう。囚8／8耗〉はTo　8／8→と同様である。このよ
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うにして示された，小さな2つのアクセントは，T3→国。プθ∫o．を伴う大きなアクセント
へ至る伏線であることを，十分理解しておかなければならない。
　〔T2〕圖→国→腕全体によるのびやかな運動によって，大きなcrε∫c．げを示す。
　〔T3〕ただちに4伽痂．を示した後，→国伴奏部の音を，左手で止めなければならな
い。なぜならば，囚へ響き込んだ伴奏gisは，旋律のgis”と重なり，導音重複の好まし
からざる響きを生むからである。このことは，実習者の耳によって検証されなけれぽなら
ない。
　〔T5～T6〕国→速いテンポで圖のアクセントを予示するためには，回の打点を深く切
り込まないようにすることが肝要である。
　〔T8〕圖→肩の力を十分ぬいて，前腕の軽いはね上がりを用いる。
　〔T11～T12〕c7θ∫6．における音量のバランスに注意しながら振る。すなわち，　crθ56．の
開始点の音力1出すぎないように抑制する。T12→圖左手でcγθ∫c．を示しながら低音を取
る。團→高声だけのcrθ∫C．を一層大きくして響きの薄さをカバーしなければならな
い。
　〔T13〕→團→ブにふくらみを与えるため，腕全体の激しい運動が要求される。　しか
し，テンポが速いために，図形の大きさは制限される。
　〔T14～T15〕国→激しい，固いノのアクセントを予示するために，直線的な鋭いはね上
がりを見せると同時に，左手はこぶしで瞬間的な「たたき」を行う。
　〔T16〕囮→低音Aのスタカートを示す。
　〔T17～T24〕　これまでの作為的なアクセントに対して，この部分は，旋律の動きに対
応する自然なアクセントを持っている。図形は曲線的な基本形を用い，目の表情によって
アクセントを示す練習を行う。
　〔T22〕［コ→目の表情と左手を同時に用いる練習を行う。左手は，　T21囚の時点で指を
胸に付げておき，国→前方へはね上がる。
　〔T23〕［コ→〉は単なる4加勿．の意味ではなく，　レガートの流れの中における小
さな，表情的アクセントを意味する。T22と同じ動作を小さく行う。
　〔T24〕ρoco　7舵π．は，ρ060　rα〃．と解するのが自然である。
　〔T25～T36〕T5～T16の再現である。
　〔T36〕国，回，圖コーダへの進行を助けるために，打点を軽く示すべきである。團→
∫のアクセントを予示するためには，→圖の方向性を短く中断して上方へのアウフタクト
に転じ，腕を外側へ回転させる。
　〔T37〕国→動きを抑制し，5π厩。．Pを示す。低声のレガートを意識する。
　〔T38〕T36と同様であるが，ここでは1）で示される。
　〔T40〕→圖Pのままの予動で音を取る。圖→ノへの予動を起こす。
　〔T41〕→團∫のエネルギーをもって音を取る。
13．Consolation．…………なぐさめ
　この曲は，曲想が穏やかであり，構成も比較的単純であるから，テンポが安易に流れが
ちとなる。従って，テンポに関する厳密性を堅持しつつ，音楽的変化に対応することが肝
要である。プα」1．やρoco　r∫‘θη．の後の勿’θ〃Zρ0を予示するアウフタクトに対しては，
長崎大学教育学部人文科学研究報告　第34号 19
特別の注意が要求される。　なお，ここでクリッキソグの練習をLentoで行えば，良い効
果を上げることができよう。
　〔T、～T7〕終止形に基づく導入部である。和弦のバランスに注意しながら，回拍頭を
そろえる。国→国をすっきりした印象で示すために，国→團→團…囚の放物運動を省略
し，拍数指示動作で置き換える。
　〔T5〕国→オルゲルプンクトの和声的緊張から，　まさに解放されようとする期待感を
持って，アクセントを予示する。
　〔T6～T7〕4∫〃zfπ．がrα11．に先行していることに注意する。すなわち，　T7［コ→1／8は
まだ興野ψoでなければならないのである。
　〔T8〕国→主旋律の「入り」を予示するために，国ノ→より大きくマルカート気味にア
インザッツを行う。左手も使用する。
　〔T11〕国→圖フレーズの「おさめ」をていねいに振る。固→囚単なる「つなぎ」であ
るから表情を押さえる。
　〔T15〕→四4伽勿．と7漉π．の結果としてアウフタクトを持って，はっきりと音を取
る。
　〔T16～T23〕T8～T15の再現である。
　〔T28～T31，　T36～T39〕　8分音符を伴う〃げは，腕全体をしなやかに動かして，たっぷ
りと表情を付ける。ただしテンポが遅くならないように十分注意する。T30～T3正のよう
に，調の安定した単純な部分は，演奏のテンポが速くなりがちである。指揮者は，正確な
圖と囚を補わなければならない。T31＞を補う。
　〔T3g〕　コーダに入り，依然として舛のままで振る。圖→ドミナソトの予示を明確に
行う。園8／8→を急に抑制して∫π厩oPを示す。
　〔T41～T42〕回→左手で低声を確実に取る。4平心．θρoco　7漉π．旋律が上行してい
るために，図形は心理的に上方へ行きがちとなるが，この曲の性格と，この部分の曲想か
ら見て必然性が認められない。やはり，次第に下方へと縮小し，音をからだの中へ取り込
む方法で処理したい。
14．正aStyrienne　……スティリアンヌ
　この曲の実習に入る前に，1拍打の基本形を学習しておかなければならない。この1拍
打は，曲想の展開に応じて，部分的に分割されたり，先入点が加えられたりする。
　〔T1～T3〕導入部は3墨打の基本形を用いる。前打音を伴う重たいアクセントを持
つ，特徴あるd’の響き　（コール・アソグレ）を念頭に置いてアウフタクトを起こす。こ
の響きは，弱拍回，團に勝っていなければならない。
　〔T4〕囮→ドミナントの和弦の余韻の中から，優美なスタカートを導く。　このアウフ
タクトは，1乱打の予動，すなわち，1拍打に内在する囮→團→の長さとなるようにはね
上がる。左方近位（第1バイオリン）へ向かって行う。
　〔T5〕　ただちに，テンポ」＝176を確保する。
　　　　　　　　ふし
　〔T8〕［コ3／6に「節」を作り，棒の先から機敏にはね上がる。スタカートの。7θ5c．をや
や鮮明に示す。
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　〔T12〕［コ3／6→同様に「節」を作るが，今度は，〃3∫の大胆なスタカートを予示する。
第1バイオリンに木管楽器が重なることを想定し，中央遠位を意識しながら振る。
　〔T13〕　リズム・バッテリーにおける，音の長さの関係に注目する。国→8分音符を短
か目に示すため，鋭角的にはね上がる。→3／6やわらかく響く4分音符のために，手首を
回外位に転じつつ，小さな「くぼみ」を作る。→3／6→cresc．はないので，図形を大きく
することはできない。手首を回内位へ戻すことによって，棒の運動空間を確保しておく。
5／6→次に来る，複前打音を伴うアクセントを予示するために，手首の瞬間的な回外運
動，すなわち「ひねり」を行う。このような細かい訓練は，ワルツの持っている独特のリ
ズム感を体得するためにも有益である。
　〔T16～T17〕　ここには，　crθ∫c．4伽勿．があるため，3／6→「くぼみ」の後を大きくした
り，小さくしたりする練習を行うことができる。
　〔T20〕［コ→低音のアクセントはrα〃．を伴うので，3拍打の基本形を用いる。手首の
素速い「かえし」によって，顕在化した→圖を予示する。囮→手首の「もどし」を行う。
顕在化した固→は「ひねり」によって分割され，次のアクセントと勿’θ〃zρoが予示され
る。
　〔T26〕国→cγθ5c．を伴わないので，1拍打の点後運動を高くはずませる訳にはいかな
い。そこで，両手を肩の下へ引いて，3励加∫のアウフタクトとする。
　〔T27〕国→3／6で和音が変わるので，途中に「節」を作りながら，前方高くノを解放
する。
　〔T28〕3／6に「節」を作ると同時に，左手は∫4θ6ゼ50の固いリズムを予示するために
こぶしを固める。左方近位（第1バイオリン）に向かって与える。
　〔T2g〕→5／6（内在直島）たっぷりと表情豊かに「先入」を行う。
　〔T31～T34〕低声のおおらかな対旋律を歌わせるために，肘を外側へ開くQこの動作に
「先入」を組み合わせる。
　〔T36〕→国肘を内側へ閉じてPgfα2∫050に備える。
　〔T37～T60〕T5～T28の再現である。
15．Ballade……・……・・…バラード
　この曲も，『スティリアンヌ』と同じく1拍打で振らなければならない。テンポが速く
なるので，「先入」や「分割」，アクセントの予示，C7θ5C．4珈勿．，7舵η．の処理など，
技術的に一層むずかしくなる。
　〔T1～T2〕スタカートのために，直線的な1拍打を用いる。弦楽器を想定し，中央近位
に向かってアウフタクトを行う。このような開始においては，冒頭の主和音に小さなアク
セントを与え，わずかな4加勿．によって低声の主旋律フレーズを導く方法が一般的であ
り，漉吻rゴ050の表情にもふさわしい。
　〔T2〕国→T3の低声にファゴットを想定し，中央遠位に向かってアインザッツを行
う。
　〔T5～T6〕國→3／3低声のリズムを示すために，軽い「先入」を用いるQ　3／3→T7［コの
げを直前で予示するためには，先入戦後の素速い落下運動によらなければならない。こ
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の運動は，図形としては「分割」の形を取るが，音楽的時間の中では，「先入」と同時に
国が下方へ移動したものと考えることができる。技法的本質はあくまでも「先入」なの
である。
　〔T7～T8〕国→ザ〉直線的なはね上がりを保つ。アクセントの後，ふくらもうとする
響きを押さえるために，点後のはね上がりを十分に抑制する。
　〔Tlg〕国→まだ6rθ∫c．ではないので，はね上がりを抑制しておく。
　〔T20～T23〕国→はね上がりを少しずつ拡大して，階段的。プθ∫o．を予示する。1、［γ1
．「コツ1のリズムは，ベートーベンr第7交響曲』第1楽章T336～T339に見られるリズム
と同じく，演奏者は8分休符の間を詰めて急ぎがちとなる。そのような傾向が生じた場合
には，→3／3手首の凹凸運動による「先入」を用いて，抑制するこどができる。
　〔T23〕T24の∫スタカートを第1・ミイオリソと想定し，国→左手で左方近位へのアイ
ソザッツを行う。これと並行して，→3／3右手の「先入」を行う。
　〔T30〕→3／3フェルマータでは運動を停止しなければならず，この停止点が次のフレー
ズへのアウフタクトの起点となるので，音の取り方をあらかじめ工夫しておく。すなわ
ち，T31の主旋律をクラリネットと想定すれば，中央遠位に向かってアウフタクトを起こ
さなければならないので，外側下方へ取るのではなく，内側上方へ取り，停止点を中央や
や上方に置く。
　〔T31～T46〕　この部分は，楽想がすっきりとまとまっているので，左手を用いず右手だ
けで行う。け」コけ∫コ1のリズム型を運動のどこかに，ニュアンスとして感じさせる練
習を行うことは，右手の表現機能を高めるために有益である。なお，T31～T34をひとま
とめにして，4拍打の基本形で振ることは厳重に禁止される。
　〔T41～T44〕ρoco　7漉π．図形をやや斜に倒して振る。
　〔T45〕図形をもとの形にもどす。
　〔T46～T53〕　この部分のアクセントの直前には，　T51を除き，すべて4吻加．があるの
で→3／3「先入」を行うことは許されない。また，7α11．やr舵η．がないので，「分割」
の「ひねり」を使うこともむずかしい。このような場合には，「分割」の一種である「瞬
間停止はね上がり」の技法を用いる。この技法は，図形の頂上付近で棒を一瞬停止し，
3／3→素速く，小さくはね上がる　（実際にはほとんど上がらず，はね下がる感じとなる）
のである。T523／3→この技法を特に明確に行う。
　〔T53～T56〕上声と下声はユニゾンの接続動機であるが，　T57へ進む時，上声はとぎ
れ，下声はつながれている。T56→3／3上声に対しては，左方近位に向かって，右手で取
る。同時に3／3→下声に対しては，右方近位に向かって，左手でわずかに音を支え，フレー
ズの連結を示す。→3／3→右手の「瞬間停止はね上がり」は，そのまま次の部分へのアウ
フタクトとなる。
　〔T57～T86〕T1～T30の再現である。
　〔T87～T88〕　曲線的な∫の運動を持続する。
　〔T89～Tgo〕　手後運動をなだらかに抑制する。
　〔Tg3〕3／3→直線的で小さな「瞬間停止はね上がり」を行い，　Pスタカートを示す。
　〔Tg3～Tg4〕　点後運動をさらに抑制する。
　〔Tg4〕次のげは，　P　4伽勿．という流れの中で与えられる最後の主和音であるから，
22 指揮の基礎技法研究（山野）
3／3→指揮空間の中央において，呼吸法を伴う小さな「瞬間停止はね上がり」を用いて示
す。
　〔Tg6〕国→3／34一丁．しながらがらだの中に取り込む。取り込んだままの姿勢をすぐ
に解いてはならない。沈黙の表現もまた指揮者の仕事である。
16．Douce　plainte…・・…・…あまいなげき
　ここでは，旋律の持っている豊かな表情を予示し，持続させるための技法を研究する。
　〔T1〕オーボエの旋律を想定し，中央遠位に向かってアウフタクトを起こす。四→圖
→團伸びている音が痩せて七まわないように，点後運動を大切に振る。固→四→手首をし
なやかに動かして，音の動きに表情を与える。
　〔T2〕　ブレスは不要である。6／8→国→〈〉の表情を付けようとするあまり，
テンポが遅くならないように注意する。
　〔T3〕→国→d”のアクセントは，決して唐突に演奏されるべきものではない。しなや
かな手首で，やわらかいイントネーションを与えた後，直ちに左手の手のひらを開くなど
の動作を行うことによって，音のふくらみを示すのがよいであろうQ固→6／8ファゴット
を想定し，「入り」の動きにふくらみを付ける。
　〔T5〕團→6／8ここではブレスを与えて，フレーズに変化を持たせる。
　〔T6〕囚→c7θ5c．をしっかりと持続させる。
　〔T7〕国→クラリネットを想定し，左手でげのアインザッツを行う。国低声へのアイ
ソザッツを落とさないように注意する。
　〔T8〕1工㎜4伽∫π．θρoco　7漉π．すく・に元の状態に戻ることのできる，自然な流れの
範囲で行う。
　〔T8〕『→團低声dをfη彦θ〃ψoで取る。團→T16團→と同じであると解して，やや
大きい点後運動によってこれを示す。国→8／8棒の先で小さな先入を行えば，次の小節の
スタカートを予示することができる。
　〔Tg〕木管楽器による饒舌なスタカートを予示することができる。直線的なはね上が
りを次第に大きくし，旧びるの動きを加えて，表情の持続とcrθ5c．を示す。
　〔Tlo〕圖→6／8下2声の長音は，左手の指と手のひらによる小さな回内運動によって，
やわらかくおさめることができる。
　〔T12〕圖→1オクターブの音程で重なる，第1バイオリンと第2バイオリンのユニゾ
ンを想定し，左方近位に向かってアインザッツを示す。国→トゥッティへのアウフタクト
と考えられるので，＜は大き目に，広い音響空間を意識して振る。それと同時に，チ
ェロとコントラバスの，いく分激しさを持ったりズム型に，アイソザッツを与えなけれぽ
ならない。
　〔T13～T14〕この部分は，ユニゾンや1オクターブの重複，吹き流しによる和音の充
填，ティンパニーなどを伴う，鳴り響くトゥッティを想定して練習する。旋律の表現に酔
って，→圖，→国の正碓iな拍打を怠ってはならない。T14固→バイオリンの上げ弓による，
情熱的なcrθ5c．は，左手のビブラートも含めて，演奏者と同じ動きを行ってもよいであ
ろう。
　〔T15〕圖→国→表情の小さな揺り戻し〈〉をていねいに振る。
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〔T16〕「T8は「「を参照。一は指揮空間の下方におさめる。
17．Babi11arde．＿＿＿．．＿おしゃべり
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　この曲のテンポと曲想は，3心打と1拍打との中間的な扱いに慣れるための教材として
最適である。図形としては，3拍打の→圖→團→を1心打に近い状態まで退化させ，必要
に応じて復活させるのである。退化した状態では，圃は中間に，圖は上方に位置するQこ
れとは別に，表情をすべてカットして，3拍打の拍数指示動作（直接予示）だけによる指
揮を試みることは，放物運動による表現欲求を高めるのに大いに役立つ。また，メトード
としての厳密性を追求するならぽ，　この曲では「先入」を一切用いない方がよいであろ
う。
　〔T1～T6〕　3拍打のアウフタクトを起こす。図形としては，はね上がりが短く，落下
の長いアウフタクトとなる。T1，　T3，　T5では，チェロのピチカートを想定し，退化した
小さい点を与えながら，6rθ∫0．漉〃珈．を予示する。この練習を十分に積まなければなら
ない。T2，　T4では，囮團はほとんどひとつの曲線となる。→3／3　T7のスタカートを予
示するために，「先入」を用いる。
　〔Tg〕囹→すばやい小さな運動でTloのげを予示する。
　〔Tlo〕国→はね上がりを一旦抑制し，左手右手とも，回外運動によってくを示す。
　〔T11～T14〕crθ56．に伴って，野牛を下方におろし，3拍打の基本形の本来の形に次第
に近づける。反復の場合→国∫π侃oPにするためには，下方へ深く落とさないようにす
ることが大切である。
　〔T15～T21〕低声の1オ・クターブ跳躍する八型は，ファゴットを想定させる。回→この
ような場合には，棒の先が動きすぎて流れないように注意すべきである。むしろ，腕の小
さな「ゆれ」によって3つの拍を示すのがよい。
　〔T23～T30〕T7～T14の再現である。ただし，後半は変化している。
　〔T30〕11　c7θ∫c．はまだ続いている。腕による3つの拍をしっかりと示す。
　〔T30～T34〕国回を示し，左手は回外位に保・つ。
　〔T34〕　→團両手の大きな予動で内側へすくい取る。フェルマータの沈黙を確保した後，
棒をおろす。
18．Inqui6tude…・……・…・不安
　Allegro　agitatoの持つ，せき込んだ焦躁感を的確に表現するには，16分音符のメロデ
ィにとらわれることなく，専ら，スタカートの和弦に対応する指揮を行う。2弓打の基本
形を直線的にして用いる。
　〔T1～T4〕単なる機械的な藁打に堕することなく，和弦の変化を，からだのどこかに，
かすかに予示することができるよう，神経を研ぎ澄まさなければならない。
　〔T7〕国→肘の運動をわずかに加えて，アクセントを示す。
　〔T8〕図→ガへのアイソザッツを画然と示す。
　〔T12〕圖→T13へのアインザッツを明確に示しておけば，　T15T16の4加∫η．θρoco
7漉π．を効果的に導くことができる。
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　〔T15～T16〕四→，圖→，次第に小さく振ると同時に，次第に遅くする。鏡を見なが
ら，ていねいに練習することが必要である。
　〔T16〕圖→は「瞬間停止はね上がり」の技法を用いる。
　〔T21～T24〕国→，囮→はね上がりを次第に大きくして，　Pから∫までのcrθ∫c．を表
現する。
　〔T24〕国→チェロ，コントラバスの∫を想定し，右方遠位に向かってアインザッツを
行う。
　〔T24～T28〕腕全体の運動によって，レガートの∫を表現する。
　〔T29〕［コはマルカートなスタカートであるから，ひきずらず，機i敏に跳ねる。［到→レ
ガートと4珈勿．のニュアンスを失うことなく，勿伽ψoで振る。
　〔T30〕T29［コと同様に，　Pで機敏に跳ねておさめる。
1g．　Ave　Maria……………アヴェ・マリア
　この曲は，混声合唱（T16まで）または弦楽合奏を想定し，指定されたテンポ」＝100
よりやや遅いテンポで練習する。正確なテンポの中で宗教的な表現を引き出すことは，決
して易しいことではない。
　〔T1〕　アウフタクトを起こす前に，　T17に見られる8分音符のリズムを，あらかじめ心
の中に作っておくことを忘れてはならない。圖→次の小節国への運動をおろそかにしない
よう注意する。
　〔T2〕團→表情ある圖への主動を行う。
　〔T3〕漉〃伽．国→回→固→をていねいに練習する。
　〔T4〕→国ビブラートによる軽いアクセントを与えてもよいであろう。左手の指を胸
に当てて，ビブラートのように振動させる。
　〔T5～T6〕　3拍打の基本形によるP〈〉を，2小節の周期で十分に練習する。
練習に当たっては，一旦テンポを落とし，図形の拡大縮小の変化を鏡で見ながら行う。反
復の際は，左手を回内位に戻し，初θ2紹盟068とすれぽ効果を上げることができる。
　〔T8〕團→チェロを想定し，右方近位へ表情あるアイソザッツを行う。
　〔Tg〕圖→Tliのくを念頭に置いて，　Tlo［コの打点を下方深い位置に設定する。大
き目のアウフタクトを起こすと同時に，左手で豊かなビブラートを予示する。
　〔Tlo〕團→上体を左方へ向け，バスからソプラノへの，またはチェロからバイオリン
への「表情の受け渡し」を行う。
　〔T11〕　＜はやや大き目に振る。
　〔T13～T14〕　〈　〉和声的な「裏」の表情であり，小さ目に振る。
　〔T15～T16〕T15［コ→，回→，団→4∫〃z伽．θ沈θππ’o音をひとつひとつ確認するような
漉θπ．を示すためには，適当な瞬間まで，棒は打点近くに停止し，次第に小さくはね上が
るのである。T16→国実際には適度のrα〃．が混入するのは避けられないし，むしろ自然
である。
　〔T16〕？十分停止した後，．PPのアウフタクトを起こし，両手で外側へ取る。
　〔T17～T28〕　腕全体のしなやかな動きをもって行う。テンポを一定に保つ上で注意すべ
きことは，T8［コ圖，　T20［コ團，　T23［コ圖，　T24，　T26［コ囮のように，他のパートに平打を伴わ
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ない細かいリズムの連続が，テンポを失って走り出さないようにすることである。演奏に
このような徴候が生じた場合には，指揮の役割は一層重要となる。練習やリハーサルで
は，一一心止めて，口頭で注意を与える。公開の演奏会やスタジオ録音（録画）の場合にお
いては，止めることができないので，クリッキングの技法や口びるの動きなどによって，
この傾向を矯正しなければならない。場合によっては「先入」を使用せざるを得なくなる
ことがあるが，奏者を動揺させたり，楽想の流れを妨害するおそれがあるので，乱用を避
けたい。
　〔T21〕　呼声（第2バイオリン）のリズムをどのような方法で引き出すかが課題であ
る。［コ→伽66α彦oa’への「先入」を行い，「先入」後は機敏にはね上がり，スタカートの
ニュアンスと共に→回アクセントを予示する。
　〔T22～T24〕　この部分が実質的なカデンツであり，　T25以後はコーダとなる。
　〔T25～T26〕　この部分はTg～T玉。に対応している。比較すれば明らかなように，0785c．
の後にアクセントがあるので，T25團→を大きく振る。
　〔T27～T28〕低声が動いているので，痂6η．を示すための棒の停止を行うことができな
いQ従って，そのかわりに上体の動きや揺れを止め，高声の旋律進行（4度上行）に耳を
傾ける姿勢によってそれを示すことができる。
　〔T28〕　→国両手で外側へ取る。
　〔T2g〕音量を落とす。練習ピアニストはソフトペダルを使用する。
　〔T30〕　T16に同じ。
20．Tarantelle……・…・…・タランテラ
　この曲では，速い2拍打におけるcrθ∫6．と漉〃珈．を的確に示すことが主な課題とな
る。旋律運動を支える博打の和弦は」．⊥，」ヲ」ヲ，」ヲ」ヲのごとく，部分によっ
て異なるので，それぞれのニュアンスを区別できるよう練習を積まなければならない。オ
ーケストレーションは，大まかに！の部分をトゥッティ，Pの旋律を木管と想定して実
習を行うことができる。
　〔T1〕圃→orθ30．と∫のげを予示するために，肘の屈伸を利用して，図形を素速く拡
大する。速いテンポにおいて肘の運動を利用した場合，図形の描かれる面ではなく，いく
分前方上方に向かって傾斜した斜面となるのを避けることができない。
　〔T5〕図形の描かれる面は斜面から鉛直面に戻る。図→改めて∫のアウフタクトを起
こす。
　〔T6～T8〕国→は3／6（γ）で取る。従って，→圖を示す必要はない。　T8の考え方とし
ては，’7’が前へ移動して9となり，～はアウフタクトの起点として処理することとなる。
　〔T13～T16〕07θ50．はこのフレーズの最後まで継続される。従って，　T16の→囮を大き
く振らなけれぽならない。反復の時に團→を小さく抑制することを忘れないようにする。
　〔T17～T20〕PZθ99ゴθ70の表情を生かすためには，和弦のイントネーションが重くなら
ないようにしなければならない。左手（回内位）の上下運動は最小限にとどめる。
　〔T19〕回→T20中央遠位（オーボエ）に向かってアクセントを予示する。このアクセン
トは，主部の旋律が奏する初めてのアクセントである。アウフタクトを持つ4小節フレー
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ズの末尾に位置し，zθg伽の中のアクセントでもあるため，響きとしては目立たないが，
音楽的にはきわめて重要なポイントとなる。
　〔T21～T24〕　ここからは，旋律に他の楽器が重複せられ，（オーボエとフルート），新
たな伴奏音型を加わり，楽想は。7θ56．と共ににぎやかさを増してくる。このような展開
を想定することによって，多くのパートを響きの流れの中に混ぜ込むための，左手の動作
を導入することができる。すなわちリラックスした左手で，外から内へ（中心線の方向へ）
取り込むような運動をくり返すのである。
　〔T24〕圖→姿勢を中央に戻し，ブレスと共に，トゥッティ！のアウフタクトを起こす。
　〔T25～T28〕　ここではもう右手だけの指揮で十分であり，左手の参加は不要である。
　〔T29〕T13の旋律と比較する。　b”に目で合図を送り，ニュアンスを与える。
　〔T32〕反復のために，複重線の上にPと書いておく方がよいであろう。
　〔T33～T36〕　4小節フレーズ末尾のアクセントが，今度は67θ50．を伴って，一層明快
な形で現れる。スタカートはクラリネットのように，幾分やわらかく示す。圖→短くなら
ないように，ていねいに振る。（T4。囮→参照）
　〔T37～T40〕　同上のアクセントは，今度はcrθ∫6．を伴わず，複前打音という別の手段
によって示される。顔の表情によって，やわらかいタンギングを求める。
　〔T41～T44〕　ここでは旋律に単前打音が付けられており，アクセント（げ）も鋭い単前
打音で与えられる。ここに至って，Tlg圖→T2。においてのべたことがらが，完全に裏づ
けられた訳である。なお，伴奏和音はスタカートのままであるが，上声の旋律はスタカー
トなしの4分音符であることに注意して振るべきである。
　〔T塵4〕　團→はT36囮→参照。
　〔T48〕雇「圖→∫のアウフタクトを示す。左手は→5／6で音をつかみ取る。
　〔T56～T64〕序奏と同じ素材によるコーダである。この部分はρocoαccθ」．で追い込ん
でおいて，末尾で沈θη．を行う。指揮としては旋律にとらわれず，和弦によるリズム型
（カデンツ）をαCCθ1．，　r漉π．と指示することによって的確に処理することができるであ
ろう。
　〔T64〕国→7漉η．を行い，3／6（7）で音を取った所で，7一瞬の沈黙を置く。圖→初
吻ψoによる∫のアウフタクトを，ブレスと共に行う。
　〔T65〕国→，囮→音の長さに注意せよ。
　〔T66〕隠れた回を左手で示しながら終止のアウフタクトを起こす。
2！．Harmonie　des　anges・…・・天使の声
　この曲は，4拍打における「拍打の省略」を研究するのに適している。」＝152のテン
ポで，常に4つの拍を与えるためには，肘の運動を多用するか，さもなくば拍数指示動作
（直接予動）によらなけれぽならない。しかし，これらはいずれもこの曲の性格に適しな
い方法である。そこで，「塁打の省略」という技法を用いることとなるのである。
　〔T1〕　この小節と同様な音の動きを持つ小節が，全曲の半分を占めているので，　ここ
であらかじめ，基本となる図形を作っておくのがよい。すなわち，国→囮→ハープのアル
ペジオを思わせる3連音符は，音楽的変化のない一連の上行にすぎないので，回の打点
を省略して，→国一→團→国という図形を作ることができる。国一→における減速と加速
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は，内在する圖の時価を保つために，かなりゆるやかなものとなる。ハープのソロを想定
し，左方遠位に向かって振る。
　〔T3～T4〕　この部分は音型の特徴から，かすかに光るアクセントを予示しなければな
らないので，弓打の省略を行うことができない。このような場合には，専ら肘より先の前
腕の運動によって，すっきりと示さなければならない。6r65C．を伴うとはいえ，決して肘
の上下運動に頼ってはならない。T4国→crθ5σ．は小節線ぎりぎりの所まで保たなければな
らない。
　〔T5〕→国5謎語Pはその直前における手の瞬間的な動作によって行う。すなわち，
前方外側の回外位から，手前内側の回内位へと，瞬間的に移動するのである。
　〔T5～T8〕T1と同様iに，省略形を用いることができる。
　〔Tg〕国→図→初めて登場する，短調の和音の提示に専念すべきであり，ここまでは，
Cプθ∫C．の素振りを微塵も見せてはならない。圖ここからC7θ∫C．の表現が始まる。拍打の
省略は行わない。
　〔T11〕　音の動きはT1と同様であるが，強弱の変化を伴うので，拍打の省略は行わず，
軽い4拍打で短い〈　〉を示す。
　〔T12〕拍打の省略を用いる。国→Vc．を想定し，9πα∫ゴ彿ブのアインザッツを与える。
　〔T13～T15〕　ここでは圖の打点のみならず，囚の打点も省略される。国→固→の図形に
よって，crθ∫c．，げ，漉〃z∫η．を確i実に表さなければならない。　T15にはcr85c．はない。
　〔T16〕　ここでは，圖のスタカートをかすかに予示するために，囮を軽く戻してやる。
　〔T互7～T24〕Tl～T8の再現である。
　〔T25～T28〕T1と同様の音の動きであるが，ただ下三声が和弦として残るのである。
F音から始まる内声は，あたかも合唱におけるテノールの旋律のごとく，幾分かのイント
ネーションを持って響かせるべく作曲されている。従って，ここでは［コ→3／12に「先入」
を与えるという，高度の技巧を研究するチャンスが与えられている。この図形のおもしろ
さは，先入点が明示され，これに続くべき打点圖が消失しているところにある。従って，
先入点後の運動は打点團に直結せられることとなる。T26の。プθ5c．と共に，田→3／12は
拡大される。
　〔T28～T29〕　内声dは一連の和声連結の終止点であるが，フレーズとしては，4珈∫η．θ
ρoco沈θη．を伴いっっ，　d→hの旋律へと結ばれているのである。
　〔T30〕圖の4分休符において，ブレスを行い，ザを予示するのであるが，その時に指
揮の運動が中断しないように注意すべきである。その理由は，T29から続いている4伽勿．
θρOCO　7漉π．は，～を越えて，團げへ入るまで持続されなけれぽならないからである。
ρ諺1θη如のテンポは，塞げへ入った直後の，4伽∫η．を伴う運動のテンポ如何によって
決定される。ρ珈Zθη’oは本来，いわゆるLentoとは異なるものであり，また，：Lentoよ
り更に遅いという意味でもない。ここでは，Allegro　moderatoをρoco　r舵η．で少し遅
くし，ρ諺1θ物で「さらに少し遅くせよ」，という意味である。従って，ρ動1θ窺0の部
分といえども，」＝ユ52という速いテンポとの関連を失ってはならず，実際には意外に速
いテンポなのである。
　〔T31〕→團Pであるが，前腕の動きに表情を込めて予示する。
　〔T32〕PPのゆるやかなはね上がりによって，外側へ両手で取る。それは鳴っている各
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楽器の消音点をそろえるためであるポ
22．Barcamlle……………舟歌
　この曲には，バルカローレにふさわしく，様々なニュアンスのやわらかいアクセントが
付けられている。それらを，2鳥打の中に的確に示すことが主要な課題となる。また，楽
想の転換点における「先入」の活用，「分割」と「先入」の結合などの実習をやや遅いテ
ンポで行えば，必ず良い成果をあげることができよう。
　〔T1～T2〕　2一打の基本形を用いる。［コ→を抑制し，♂勿勿．をていねいに示す。
　〔T4〕cプθ∫c．を伴うが，バルカローレのザはベートーベンのそれを扱う時ほどに大げ
さに予示すべきではない。［コ→4珈勿．は書かれていないので，両足を安定させ，微塵の
弛みも見せないように注意する。バルカローレの性格上，フェルマータの後に長い「間」
を置く必要はないであろう。
　〔T8〕国→今度は4革茸．が書かれているので，打点後減速をみせないで停止し，た
だちに身体の方へ取り込むQ間もおかないで，ただちに次の動きへのアウフタクトを起こ
す。
1〔Tg〕　「掛け合い」に対しセは，目くばせほどの控え自な合図を行う。
　〔Tlo〕crθ∫6．を示す時，モチーフの音程的ふくらみを強調するために，図形を早あに
大きくするQ
　〔T11〕　パルカローレの性格上，プ漉η．も控え目にすべきである。［コ→1と團→は同じテ
ンポであるが，次の部分への接続技術のために，回→を「分割と先入の継続使用」によっ
て行おなければならない。その理由は，回→を3分割した場合は，6／6→T12［コの線が長く
なりすぎて，重く大げさに感じられるからである。先入点後のかろやかなアウフタクトに
よって，伴奏部の和音のリズム型を誘い出す。このリズム型に対しては，木管楽器がほど
よい響きを作り，その響きに弦楽器が同調することを想定することができる。中央遠位に
向かって振る。
　〔T12〕圖→第1バイオリンを想定し，左方近位に向かってアイソザッツを行う。
　〔T13～T18〕　リズム型を伴った〈　〉であるから，図形の大きさを変化させつ
つ，「先入」を加える。
　〔T19〕国→序奏の後に現れる初めてのアクセントであり，予示を必要とする。レガー
トの中のアクセントであることに注意する。囮直前の「先入」は不要である。このアクセ
ントはまた，次に展開される「フレーズの伸縮とアクセントの遊び」への伏線となってい
る。　　’
　〔T27〕国→cγθ∫c．を伴う点後運動を圖の和弦の予示へ直結させる。圖の打点は，4伽勿．
を巧みに示すことのできる空間を確保するためには，低い位置に設定されるべきである。
　〔T28〕国→3／6に小さな「先入」を用いて，5ズスタカートを予示する。
　〔T31〕圃→Pρoco　7αZ1．となっているが，　T11團→と同様の技法で処理することができ
る。
　〔T32～T39〕T13～T20の再現であるが，後半が変化している。
　〔T39～T43〕Z戚π9副∂oは決してアクセントが付かないように，表情を押さえる。
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　〔T45〕国→囮→図形を小さくすると同時に，速度をややゆるめる。
　〔T46〕回→旋律の小さな山b’音を，アクセントを付けないで心理的に強調するため
には，rit．の自然の推移に任せないで，この音を幾分長めに保つ方法がある。技法として
は，減速の途中から等速運動に移行して，上行を継続すればよい。レガートを中断しない
でフェルマータに入るためには，等速運動をなだらかに加速し，放物運動へと移行すれば
よいのである。
む　　す　　び
　23．Retour……家路，24．　L’hirondelle……つ1まめ，25．　La　chavaleresque……令嬢の
乗馬。これらの曲については，これまでに述べてきた技法を適宜応用することによって，
曲想にふさわしい指揮の実習を展開することができるであろう。（完）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和59年10月31日受理）
